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を前負荷指標 (PLI二 Preload Index) と定義し各群における本指標を比較検討した。
一群の6例，二群の8例では超音波カラードプラにより三尖弁逆流の有無を観察した。統計的解析には， Wilcoxon t 
test を用いた。
〔成績〕
正常対象群: PLI 値は0から0.37の範囲にあり，中間値は0 .1 3であった。妊娠24週から40週の範囲では， PLI 値は妊
娠週数と明らかな相関を認めなかった。以下の異常群の検討では妊娠週数による影響は無視した。
異常群:一群の PLI 値は0.52から1.05の範囲で中間値は0.65で，正常群と比較し有意に高値を示した (p<O.Ol)。
二群の PLI 値はOから0.70の範囲で中間値は0.37であった。これは正常群に比し有意に高く (p<O.Ol)，二群に比し有
意に低値であった(<. 01)。三群の PLI 値はOから1.08で中間値はO. .0で，正常群に比較し有意に高値を示した (p<
0.0 1 )。三群は基礎疾患と PLI 値からさらに二つのグループに分類できた。すなわち，乳び胸腹水の5例とサイトメ
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ヵーロ感染症の 1例の PLI 値はOから0.50，中間値は0.28であったのに対して，その他種々の基礎疾患を持つ5例のPLI 値
は0.75から1.08，中間値0.77 と二つのグループの聞に有意差が認められた (p<O.Ol)。四群の PLI 値はOから 0.40，中
間値0で正常群との聞に有意差を認めなかった。
三尖弁逆流は， 1群の61711全てに認められた。二群では， 81711中31711に三尖弁逆流を認め，そのうち 2例の PLI は0.70 ，
0 .44 と高値を示し， 1例は0.37 と正常値であった。三尖弁逆流を認めなかった5例のうち， 41711 は正常の PLI 値を示した
















る。第一群の PLI 値が正常群および第二群と比較し有意に高値を示したことから， PLI が胎児心不全の診断に有用で
あるとの結論には正当性があるが，中心静脈圧の上昇を示唆するというのは推測の域を出ない。この結論より第三群
をさらに PLI の値から二つに分類し，二次性の心原性胎児水腫の概念、を確立したことは新しい知見である。本論文に
より， PLI は胎児水腫が心原性か否かの診断に有用なことが証明されている。臨床上本指標を用いることにより胎児
水腫に対する胎児治療の適応と適切な治療法を選択することが可能となり，この点で本論文の結論は臨床上有用と考
えられる。よって本論文は学位論文に値するものと判断する。
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